
 

 

 

2月 14日透析室にて、患者様が返血後に意識消失・心肺停止状態になった

場合の救急蘇生の対応シミュレーションを行いました。 

 医師・看護師・臨床工学技士・看護助手が 2組に分かれシナリオに添って、

デモ人形を使用し体験しました。 

急変を発見後、他のスタッフに声掛け、意識・呼吸・脈拍の確認、気道確

保・心臓マッサージ・救急隊への通報、アンビューマスク・酸素の使用、ル

ート確保、ＡＥＤ使用と続くシミュレーションは、緊張が高まりみんな真剣

そのものでした。１組目が終ったあとで気が付いたことを話し合い、調整し

ながら２回目を実施。 

 実際に行ってみると、「より必要なことは何か」が分かり、シンプルで確実

な改善ができました。いきいき.クリニックバージョンの ICLS が発展して、

とても有意義な取り組みとなりました。 

 


